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・隔週で「コミュニケーションタイ
ム」を設け，他者理解の育成を図
る。
・クラス会議を定期的に開催し，自
治的風土・共同体感覚を構築する。
・ファミリー活動（掃除，遊び，行
事）による異学年交流を促進する。
・集会やファミリータイムなど，子
どもたちの主体的な表現の場，チャ
レンジの場を設ける。
・不安傾向を軽減させるプログラム
を継続実施する（第５学年対象）。
・思いやりの木の取組を推進する。

学校生活に関するアンケートに
おいて，①ファミリーやクラス
に関する項目②「学校が楽し
い」の項目の肯定的評価の割合

アセスの生活満足感５０以上の
学級数

肯定的評価
①８０％
②８０％

１１/1１学級

①90.3％
②87.6％

10/11
学級

①89.8％
②85.5％

10/11
学級

111
%

91%

A

B

・学校生活に関するアンケートにおいて，１・２学
期共に肯定的評価をした割合は高かった。
①に関しては，クラス会議や関わり合いの授業，児
童会活動やコミュニケーションタイムなど，様々な
取組を通して「学校が楽しい」「安心して学習でき
る」「あたたかさがある」と思える児童が増えてき
た。
②に関しては，児童会活動やファミリー活動による
リーダーシップやフォロワーシップを学ぶ機会がた
くさんある。また，掃除やファミリー遊びを通し
て，異学年で関わり，コミュニケーション能力を高
めることができている。
・１・２学期のアセスの結果からもほとんどの学級
が生活満足感が高いことが分かり，児童が「楽し
い」と思うことができている。一方で，「寂しい」
気持ちを抱いている児童や困り感をもっている児童
に対して，引き続き寄り添いながら丁寧な指導・支
援が必要と考える。

3 0 0

ファミリー活動は本当に良い活動だと感じます。
引き続きファミリー活動の継続を望みます。
異学年との関係がとても良く，みんなが楽しく活
動しているのかよくわかります。
先生方が協働的に活動されているのが感じられま
す。

・クラス会議やファミリー活動，思いやり
の木など，１，２学期の取組を引き続き継
続して行う。
・ファミリー活動を意図的に仕組み，児童
のモチベーションを高めていきたい。
・アセスの分析をもとに，個に応じた指
導・支援を行っていく。また，個人面談週
間を設けたり，必要に応じてスクールカウ
ンセラーと繋げたりするなど，児童の心身
に寄り添いながら支えていく。
・どの取組も「何のため」かを明確にし，
児童も教員も目的意識をもって取組んでい
く。

・月に２回以上，食育に関する動画
や写真を使った指導等を栄養教諭と
担任で協力して行う。
・委員会活動を中心に，配膳時間の
短縮の取組を行い，食事時間を確保
する。また，食に関する啓発活動を
行う。

給食に関するアンケートにおい
て，①「好き嫌いせず食べよう
としている」，②「食べ物を大
切にし，残さず食べるようにし
ている」の割合

主菜・副菜の残食率の割合

肯定的評価①
80％（昨年度
78.2％)
②90％（昨年度
８7％）

残食率6％以下
（前年度6.4％）

①
80.9％

②
97.7％
残食率
４月

5.4％
５月

5.5％
６月

5.7％
７月８％

①70％

②
82.5％
残食率
9月

7.1％
10月
9.1％
11月
8.2％

105
％

97％

A

B

・給食に関するアンケートにおいて「好き嫌いせず
食べようとしている」「食べ物を大切にし,残さず食
べようとしている」の肯定的な評価の数値が前期よ
り後期は下がっている。短期期間では意識が高まっ
ているが，長期で見てみると「食」に関する意識が
高まっていないと感じる。
・残食率が増えた理由としては,一人１人の食べきる
意識や，食べ物の大切さがあまり実感できていない
様子が後期は多く見られた。(嫌いな物は残す。食べ
残しが多い）

3 0 0

みんなと一緒に食べることが楽しいと感じる時間
になってもらいたいです。
食や食材に関心のある子になってもらいたいと思
います。
「お楽しみ給食」など自分たちで選べる給食にし
てみると残食率も下がるのではないでしょうか。

・栄養教諭と担任が連携して食に関する意
識を高めていく。
・児童だけに「食」に関する意識を高めさ
せるのではなく，研修等で職員も学校の給
食課題を把握し，職員の意識も高める。
・児童を中心に残食率を減らす取組を行
う。
・食べ物の大切さを時間できるような取組
を行う。
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・保護者，地域に教育活動の具体的
展開について広報し，理解と協力を
得る。

地域のゲストティーチャーから
学ぶ授業を展開する。

学校教育活動（行事等）後の地
域，保護者アンケートにおける
肯定的評価の割合。

ゲストティー
チャーとの授業
６/６学年

肯定的評価
８0％以上

4/6

９８％

６/６

100％

100
%

100
％

A

A

・二分の一成人式に向けて，将来の夢について
考える学習の中で，地域のゲストティーチャー
から仕事（介護）について話を聞いたり，来年
度入学する園児との関わりを深めるために，認
定こども園へ交流に行ったりして，学習を深め
ることができた。
・音楽発表会実施後のアンケートでは，児童の
姿や取組についての肯定的評価をいただくこと
ができた。また，アンケートの結果をもとに来
年度に向けて改善を図っていく。

3 0 0
自分たちの住む場所のことを知るのはとても良いこと
だと思う。引き続き進めていただきたい。
幼稚園・保育園との連携も引き続きお願いします。

・学年間で連携を図り，系統性を考えるこ
とで，ゲストティーチャーからの学びが生
かされていく授業展開を計画的に進めてい
く。
・今後も，行事を中心とした関わり合う児
童の姿，目標に向かって学習に励み成長し
ていく児童の姿を積極的に発信し，地域や
保護者の理解と協力を得られる取組を行
う。

　

令和６年度　学校評価表　　

学校教育目標 関わりの力をもち，自分を表現することができる児童の育成　～人は人の中で人になる～

尾道市立栗原北小学校
a 　ミッション 主体性と規範意識を身に付け，心を育てる小中連携教育の推進 a 　ビジョン

自ら学ぶ意欲を培い，基礎・基本の学力を確実に習得させる学校
自己コントロールができ，協働的な学びの場の中で自己肯定感を育む学校
自らの健康に関する課題を明らかにし，自律的に解決できる児童を育む学校
地域・保護者と共に教育活動を創造する学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

領域 b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標
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価
j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント m 改善案
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「自ら学ぶ意欲」を培う教
育環境を構築する。

基礎・基本の学力を確実に
習得させ，論理的思考力，
表現力を培う。

・「栗原北小」学びのスタンダード
の定着を図る。
・フレームリーディングによる「読
む活動」の充実を図る。
・読解力を支えるベースとして読書
活動，NIE活動を活性化させる。
・算数科において，２年・４年・５
年・６年は習熟度別学習を展開し，
基礎学力の定着を図る。
・個別最適な学びを取り入れた授業
を実践する。

「自律的学習動機尺度」の比較
により，内発的動機づけが有意
に向上する。

標準学力調査（国語科・算数
科）において，全国平均より向
上する学級数（通常学級）

国語科，算数科の学期末テスト
における学級平均が期待値との
比較において3ポイント向上す
る学級数（通常学級）

引き続き，
①外部講師を招きながら，定期的に研修を
行い，教材の価値により深く迫るための教
材研究の力を高める。
②「関わり合いの授業づくり」を教員・児
童が一体となって継続していく。
③書く時間を確保し，自分の考えを一人一
人整理して書かせる。また，説明文の読み
の視点にも重きを置く。
④筋道を立てて発表させたり，図と式だけ
でなく説明をノートに書かせる。

これらの４点に加え，さらに，
・国語科の研究を通して身につけた言葉の
力を他教科とも関連させていく。
・児童の興味に応じて選択自己決定の場を
増やす。
・児童自身に目標を立てさせて取り組ま
せ，頑張りやできるようになったことを見
取り肯定評価をする。
上記の３点について取り組んでいく。
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自律的な行動，他者意識を
もった言動ができる児童を
育てる。

協同的な学校生活の場を意
図的に設定し，自己肯定
感，役立ち感，憧れ感，
リーダーシップ，フォロ
ワーシップを醸成する。

自らの健康に関する課題を
克服するための実践を自律
的にできる力を培う。

肯定　65%
（６月１２月比
向上）

国語科　4/6学
年
算数科   4/6学
年
（１～６年）

国語科5/8学級
算数科5/8学級

肯定
78%

ー

国語科
１/8学

級
算数科
４/8学

級

肯定
74%

国語科
4/6学年
算数科

3/6学年

国語科
１/8学

級
算数科

3/8学級

94％

国語科
100
％

算数科
75％

国語科
20％
算数科
60％

B

B

D

・「自律的学習尺度」を測るアンケートに
おいて，６月が７８％，１２月が７４％で
肯定評価が高い。しかし，６月より１２月
は４％下がっている。項目で見ると，６月
に引き続き「自分の夢を実現したいから」
「自分のためになるから」と勉強すること
に価値を見出し学習意欲をもちながら勉強
する項目に成果が見られる。
・国語科では，物語文・説明文の読みの視
点を積み重ねることに重点を置いて研究を
行った。このような結果，高学年になると
読みの視点を一人一人が選択し学びに向か
う姿が見られた。標準学力調査において，
全国平均より向上する学級数が４/６学年で
あった。
・算数科では，習熟度別学習によって一人
一人に合った授業を展開することで，基礎
的・基本的な知識及び技能が定着しつつあ
る。標準学力調査において，全国平均より
向上する学級数は３/６学年であった。

地域社会の中に位置付く学
校をめざし，教育活動へ積
極的な協力者を増やす。

※      部は昨年度からの追加・修正点
　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は
適正でない。　ハ：わからない。

3 0 0

一人一人の学力が急激にあがらなくても,集団で
学ぶ場に自分の居場所があり，関わりあって学ぶ
場面があれば，学びに向かう姿勢が身につく。そ
の上で,個別への配慮もされていて，今後も継続
した指導を望みます。
自分から進んで学習できる環境を児童たちで考え
たらいいと思います。
一人一人が何の為に勉強しないといけないのかが
理解できるともっと主体的な学びが進められると
思います。

様式1


